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Overview

• リレー・フォー・ライフ・ジャパン佐賀へ参加

• 「がんと向き合う～闘病記を手にしてみよう～」
シンポジウム開催

• 平成29年度 がん相談地域連携研修会「がんと就労」
～就労支援事業を活用して就労定着した事例を通して～



リレー・フォー・ライフ・ジャパン佐賀

• 平成29年9月23日（土）～24日（日）、どん³の森

• 平成28年度は総合保健協会のテントの一部を借りて、各
拠点病院ごとのポスター掲示を行った。

• 平成29年度は「がん相談支援センター」としてテントを
展開した。

• 相談員、サバイバーの方がテントに常駐し、資料の配布
などの情報提供を行った。

• 福岡県、熊本県の相談員も来場いただき、テント内での
対応をしていただいた。



リレー・フォー・ライフ・ジャパン佐賀



「がんと向き合う～闘病記を手にしてみよう～」

シンポジウム

• 平成29年10月31日（火）、佐賀県医療センター好生館にて

• 佐賀県立図書館とがん診療連携拠点病院合同にて、開催した。

• 開会前は会場を開放し、佐賀県立図書館スタッフにて選書された
図書を置き、フリースペースとした。

• 前半は、患者さん、佐賀県立図書館職員、佐賀県健康増進課担当
者、がん相談支援センター相談員、わたしのがんnet横川清司 氏
に登壇いただき、“わたしの一冊”というテーマを盛り込んだシ
ンポジウムを行った。

• 後半は、佐賀県医療センター好生館小児科部長 稲田 浩子 先生、
わたしのがんnetスタッフの進行で、しおり作りWSを行いながら
ダイアログカフェを行った。

• 患者会やサバイバーの参加者より「こうした企画のときに少しで
も手伝いたい」との声を頂いた

• スタッフとして、福岡県の相談員も来場され、運営に携わってい
ただいた。



「がんと向き合う～闘病記を手にしてみよう～」

シンポジウム

平成29年11月3日
佐賀新聞掲載



がん相談地域連携研修会「がんと就労」

～就労支援事業を活用して就労定着した事例を通して～

• 平成29年12月13日（水）、佐賀大学医学部附属病院にて

• 研修会前半は、佐賀県健康福祉部健康増進課、ハローワー
ク佐賀、佐賀産業保健総合支援センター、佐賀県医療セン
ター好生館それぞれのスタッフからの講義があり、それぞ
れの役割などの周知を図った。

• 研修会後半は、治療のために退職されたが再就職に結びつ
いた患者さん、関わった関係者によるシンポジウム行った。
（乳がん看護CNS、がん相談員、ハローワーク担当者、雇用者）

• 参加者からも「実際の事例を振り返りながら、関係者が
“その時”何に留意して関わったか等が聞けて良かった」、
「患者さん‐関係者の信頼関係の強さが感じられた」とい
う声があった。



がん相談地域連携研修会「がんと就労」

～就労支援事業を活用して就労定着した事例を通して～



３つの取り組みを通して

• RFLJ佐賀時のテントに参加していただいたサバイバーさん
は、がん相談支援センターに相談されて問題解決に結びつ
いた経験を話され、一般参加者の方が足を止めて聞き入ら
れる場面があった。

• がんと向き合うシンポジウムに参加していただいた患者さ
んからは、治療時の支えになった事柄を実体験に基づき伺
うことが出来た。またダイアログカフェ時は、患者さん同
士で自然に会話が生まれ、穏やかな時間を提供することが
出来た。

• がん相談地域連携研修会においては、実際に就職された患
者さん、雇用者がシンポジストであったため、成功事例を
通して、多くの学びが得られた。

• がん相談支援センターの取り組みの中で、患者さん、サバ
イバーの方からお話をしていただく事は有意義であり、よ
り深い学びを得られると思われる。



佐賀県健康増進課の協力

• 取り組みの企画段階から、佐賀県健康増進課の担当者に参
加していただけている。加えて、ほぼすべての研修会で講
師またはシンポジストとして登壇していただいており、国
の施策、それに呼応した佐賀県の施策を参加者に知ってい
ただく機会を提供していただいている。

• 県の広報（Press Release）を有効活用し、広報をしていた
だいている。

• 市町村に案内をするときの反応が違う・・・



ご清聴
ありがとうございました。


